【様式６】（完了報告書）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日


若手研究者助成金事業研究報告書


公益社団法人　日本看護科学学会　御中	

若手研究者助成金を受けた計画が完了しましたので、「公益社団法人日本看護科学学会 
若手研究者助成規程」の第9条に基づき、下記の通り報告いたします。

所属機関　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

報告者名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　

	日本看護科学学会(JANS)会員番号　　　　　　　　　　　　　　　

	

記

	助成の種類
該当に〇をつける
	
	①若手研究者が国外で開催される学術集会へ出席するための助成

	
	
	②-1）若手研究者が海外留学するための助成　
3ヵ月程度

	
	
	②-2）若手研究者が海外留学するための助成　
4ヵ月以上6ヵ月以内　

	
	
	②-3）若手研究者が海外留学するための助成　
7ヵ月以上

	計画名
	

	事業完了日
	　　　　　　　　年　　　月　　　日

	助成金額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円











■　実施内容
	出席した学会に関すること、留学先での内容など具体的に記載すること。

	














































■　成果
	学会での発表、留学先での体験など、得られた事項について具体的に記載すること。

	














































■　対象経費の使用状況（精算）

	費目
	内容（領収書別に記入する）
	金額

	旅費交通費
	


	

	学会参加費
	

	

	通信運搬費
	

	

	消耗品費
	

	

	印刷製本費
	

	

	滞在費
	

	

	学費・協力金
	
	

	雑費
	
	

	
	
	

	
	
	

	合計　　　　
	





· 他団体からの助成（ある場合）

	団体名
	受入日
	金額

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合計
	



[bookmark: _Hlk63243374]※今回の計画を行なうにあたり、他の団体や機関からの助成も受けた場合に記入のこと。


【助成金に関する注意】
①対象経費の使用状況の合計が助成金よりも少額の場合は差額を返金いただきます。
例：対象経費合計8万円で助成金が10万円の場合、差額2万円の返金が生じます。
②他団体からの助成と日本看護科学学会からの助成の合計金額が対象経費合計金額を超過した場合も、同様に差額を返金いただきます。　　




■　添付資料　　※下記スペースに貼付のこと（ページが足りない場合はコピーする）

	









４

